
 

 

 

 

衆議院選挙区の区割り改定勧告について 

知事コメント 

 

 今回の区割りの改定については、本年１月、衆議院選挙区画定審

議会に対し、福岡県知事の立場から意見（※）を申し述べたところで

す。 

 今般、第１区を構成する東区の一部を、第４区に編入する旨の勧

告がなされました。これは、同審議会において慎重に御議論され、

出された結論であると理解しております。 

 ついては、今回の勧告の趣旨及びその内容について、国、そして

県及び市の選挙管理委員会において、その周知にしっかりと取り組

んでいただきたい。 
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※）福岡県知事意見（令和４年１月 20日提出） 

市区町村の区域の一部を他の選挙区に移すことについては、市区町村内で国政に対す

る地域の代表を選ぶ区域が分断され、市区町村の一体感が失われたり、当該区域の声が

国政に届きにくくなったりするなどの問題が考えられることから、本来は望ましくない

ものであると考える。 

また、改定における具体の区割りに当たっては、関係地方公共団体の意見を聴き、地

域の一体性を極力確保するため、生活圏、地勢等を総合的に考慮して、できるだけ無理

のないものとなるよう要望する。 


